



















   ○擬音語：無生物の音を表すもの 
   （例）雨がざあざあ降る。 どんどん戸を叩く。 
   ○擬声語：生物の声を表すもの                        














































































































































































    雨がしとしと降っている。⇒fon  tok  pram-pram． 












るのである。    
 
１．「する」の付加 
例：かっとする しゃんとする あっさりする げんなりする いらいらする 






















例： pro waa mer-loiko lei kun rod keun」 





























例：１．ひそひそ話  ぶつぶつ言い よちよち歩き 
２．がら空き   びしょ濡れ  ぼろ負け 
 １と２は、擬音語・擬態語と動詞から成る動詞句が名詞化されたものである。１は反復
形であるが、２は非反復形である。すなわち、「ひそひそ話」は「ひそひそ＋話」（話す）」
から、「がら空き」は「がらがらに＋空き（空く）」から成る語だと考えられる。        





       ４．きらきら星  ばさばさ髪  ばらばら死体 
 ４に挙げた例は、擬音語・擬態語と名詞から構成されたものである。「きらきら星」は、
「星がきらきら輝く」から派生したものだと考えられる。 








例：「waad-wan（おどおど）」 ⇒「kwaam waad-wan」 





      「星がきらきら輝く」  dau    soong saeng wew wau 
      「きらきら輝く星」   dau thii soong saeng wew wau 





















例：１．のろのろ歩く。   ⇒Dern yuud-yaad. 
２．のろのろする。   ⇒Yuud-yaad. 































      「ぱっ」：突然あらわすさま。一瞬はなやかなさま。 
      「きらっ」：瞬間的に光るさま。 







      「ぺたん」：餅をつく音。 
      「ぱたん」：ものをいきおいよく倒れたり閉じたりする音。    








      「きらり」：瞬間的にすごみを帯びて光が輝く。 























     「ころころ」：連続して転がること。 
     「ころんころん」：弾みをもって勢いよく転がること。 













      「すいすい」：気持ちよさそうに軽く進むさま。 
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      「ちかちか」：鋭い光が断続的に点滅するさま。 
      「ちくちく」：とがったもので刺されるような痛みが繰り返すさま。 








      「うじうじ」：何かしようとしながら決心がつかず、ためらうさま。 






      「へらへら」：だらしなく、むやみに笑うさま。 
      「ねちねち」：性質や話しぶりなどがあっさりせず、しつこいさま。 






      「おどおど」：おびえたり自信がなかったりして落ち着かないさま。 
      「ごそごそ」： 質のあらい物が触れ合う音。またそういう音を立てて、何事
かをしているさま。 






































































      「すいすい」：気持ち良さそうに進むさま。 
      「さっと」：動作などが素早く行われるさま。 






      「もくもく」：煙・雲などが、たくさんわき立つさま。 
      「もぐもぐ」：口を十分開けずに物を言うさま。 







      「ぬるぬる」：手触りが滑らかでやや粘りがあってすべりやすいさま。 
      「ねばねば」：よくねばって物につきやすいさま。 


























































      「ner-na」：粘りがあるさま。ねっとり、ねばねばとしたさま。 
      「kru-kra」：ものの表面が平でないさま。でこぼこなさま。 
      「cher-che」：湿気が多く不快なさま。 





      「wep」：一瞬光るさま。 













         「yuud-yaad」：遅く動くさま。 
         「num-nim」：ものが膨らんで柔らかいさま。 







       「ruad-rew」；素早く進むさま。 






      「ngeap-ngow」：静かにもの寂しいさま。 




























      「kok-kok」：堅いものに触れ合って出る音。また堅い物を打つ音。      
      「krood」：堅いものが大きく擦れ合って立てる音。 
      「krop」：堅い物を噛んだり折ったりするさま。 
















例：「tuam-team」（よちよち、よろよろ、よぼよぼ、のこのこ、とぼとぼ）      
      「oom-aem、ngum-ngam、prum-pram」（もぐもぐ もじもじ、むぐむぐ、ぶつ
ぶつ） 
      「pan-puan」（めちゃめちゃ、めちゃくちゃ、むちゃくちゃ） 
      「ngun-ngaan」（まごまご、もたもた、ぐずぐず、ばたばた） 













      「yoy」：滴が少しずつ垂れ落ちるさま。 
      「riay-piay」：目的なく歩き回るさま。何となくのんびりして行うさま。  
      「ngoy」：静かに寂しそうで元気のないさま。しおれているさま。 
 
４．３ まとめ 
  以上のように、日本語においても、タイ語においても、擬音語・擬態語は、形態と意
味が関連性を持っていると言える。異なる形態によって、様々なニュアンスを表すと考え
られる。 
 
・反復形という特殊形態を持っていることが、日タイ両語の共通点である。「ごろごろ」の
ような反復形や「ngun-ngaan」（ばたばた）のような反復形変種は、いずれも動作・状態の
繰り返しや継続を表す。 
・日本語の長音化された母音とタイ語の長母音が擬音語の中で用いられる場合は、いずれ
も「共鳴」というニュアンスを表す。しかし、擬態語の場合、日本語では「強調」という
ニュアンスがあるのに対し、タイ語にはない。 
・日本語の擬音語・擬態語は、有声音（濁音）と無声音（清音・半濁音）の対立によって、
ニュアンスの違いを表すが（「ころころ」「ごろごろ」）、タイ語には有声音と無声音の対立
がないので、このような違いは見られない。 
・「あ」「い」「う」「え」「お」という母音を持っている日本語では、各母音それぞれが象徴
的な意味ニュアンスを持っている。これに対して、タイ語では、短母音と長母音の対立の
方が優先されると考えられる。  
・タイ語においては、頭子音だけでなく、末子音も音象徴に関わっている。 
・日本語の促音「っ」（きらっ）という特殊形態同様に、タイ語の摩擦音末子音「k」「d」「p」
（wep）も「瞬間性」や「急な終わり方」を象徴する。 
・日本語の撥音「ん」（こんこん）という特殊形態同様に、タイ語の鼻音末子音「ng」
（kong-kong）も「弾力性」共鳴」を表すと考えられる。 
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５．おわりに 
 以上、日タイ両語の擬音語・擬態語をめぐって、日本語を中心としながら両言語の対照
的研究を試みてきた。両言語は、音韻的にも形態的にも構造が異なるが、擬音語・擬態語
においては、種々の類似点が存在する。 
 日タイ両語には、自然界を描写する擬音語や人間の動作様態を象徴的に表現する擬態語
が実際に多数存在しており、知らず知らずのうちに、あるいは無意識に使用されている。
したがって、日本語らしさ、タイ語らしさを身につけるためには、擬音語・擬態語の学習
が不可欠だと言えるであろう。 
 「ＣＶ」から成る日本語と「ＣＶＣ」から成るタイ語は、全く違う構造を持つ言語であ
るが、両言語の擬音語・擬態語は、形態と意味が深く関わっている。 
 形態と意味の関連性については、厳密な規則はないが、本稿では、例を示しながら、擬
音語・擬態語はどういう形態を持っているのか、各形態はどういうニュアンスを表してい
るのかということについて述べてきた。さらに、擬音語・擬態語の文法的機能についても
考察を加えた。タイ人日本語学習者にとって、日本語の擬音語・擬態語の習得は、大変難
しく、また参考書も不足している。このレポートを出発点として、今後さらに日タイ両語
の擬音語・擬態語に関する研究を進め、学習者が効果的に日本語を習得できる方策を探っ
ていきたいと思う。 
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